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パソコン・ログデータを初めて公開！
４月の８０時間超残業、全庁で本当に１０人？過重労働は改善されたの？

業務の見直しや仕事の進め方についての改善を！
人員不足であれば人員増が必要だ！

　6月12日に行われた県の「働き方改革推進本部調整部会」において、初めて職員が使用するパソコンのログデータが示されました。

　これまで自治労県職労は、「過重労働の撲滅」に向けた労使協議がスタートできるよう、パソコンのログ情報を組合に示し、お互いに情報共有ができるよう当局に強く求めてきました。また、県労連確定交渉においても、長時間・過重労働の実態を把握するために、パソコンのログを活用することを確認した成果の現れです。

アンケート「改善されていない」が多数
4月に月80時間超の残業を行った職員数は10人（総務局4、保健福祉局1、教育局5）と報告されていますが、本当にそうなのでしょうか。
この数字は、「職員厚生課への報告資料等をもとに作成」と記載されています。しかし、これは時間外手当が支払われた時間であって、実超勤時間ではないと組合では考えています。

また、パソコンのログ情報で、所属ごとに「午後9時以降の在庁状況」と「ノー残業デーの午後6時以降の在庁状況」の人数をまとめたデータも示されていますが、何時まで在庁していたのかという数字は明らかにされていません。
自治労県職労では毎年この時期に、組合員アンケートを実施しています。現在集約中ですが、県の「働き方改革」（労働時間短縮や残業問題を含む）の取組みに対し、今までの状況が「改善された」「少し改善された」という答えも見受けられましたが、「改善されていない」という意見が圧倒的に多く寄せられています。
過重労働を撲滅するためには、実効ある時間外縮減対策を労使で協議すること、所属ごとの原因の検証と対策が出発点だと考えています。

引き続き自治労県職労は、残業の実態が見えるログ情報の公開と労使協議を求めていきます。

必要なところには適正な人員配置を！
時間外・休日勤務が、月100時間、または、2～6か月平均で80時間を超えると、健康障害のリスクが高くなるという医学的な検討結果が出ています。長時間労働が続いて、知らず知らずのうちに、自分の体がむしばまれることがあってはなりません。
この間の度重なる人員削減が長時間・過重労働の大きな原因の一つであることは明白です。実態を検証した結果、人員不足が原因であれば、定数増となったとしても、必要な人員を配置すべきです。

また、同時に業務の見直しや仕事の進め方についても改善を図ることが重要です。
１．月60時間超の職員数（2017年4月）

	部　局
	人数
	部　局
	人数

	政策局
	１
	県民局
	８

	総務局
	１７
	保健福祉局
	７

	安全防災局
	２
	教育局
	９

	合　計
	４４


２．月45時間超の職員数（2017年4月）

	部　局
	人数
	部　局
	人数

	政策局
	１１
	保健福祉局
	１８

	総務局
	２８
	産業労働局
	３

	安全防災局
	６
	県土整備局
	３

	県民局
	２０
	教育局
	１６

	スポーツ局
	１
	
	

	環境農政局
	３
	合　計
	１０９


３．月80時間超の職員数（2017年4月）

	部　局
	人数
	部　局
	人数

	総務局
	４
	教育局
	５

	保健福祉局
	１
	合　計
	１０


※１～３は、職員厚生課への報告データ。

４．一人当たり月平均時間数（2017年4月）

	部　局
	時間数
	部　局
	時間数

	政策局
	10：31
	県土整備局
	11：19

	総務局
	9：10
	会計局
	7：38

	安全防災局
	13：14
	議会局
	5：59

	県民局
	12：54
	教育局
	11：10

	スポーツ局
	12：24
	人事委員会
	9：56

	環境農政局
	7：34
	監査事務局
	6：17

	保健福祉局
	9：45
	労働委員会
	3：05

	産業労働局
	7：23
	
	


※人事給与システムから抽出したデータ。
2018自治労県職労

本部役員・評議委員選挙
投票用紙が届いたらすぐ投票を！
投票回収期限：7月24日（月）必着

自治労県職労

組合員アンケート実施中！
☆ご協力をお願いします☆
✾いのくら総合分科会✾
どの分科会も入場無料♪
保健医療分科会

薬害・子宮頸がんワクチンを考える

日時：７月１４日（金）１８時３０分～

会場：横浜市西公会堂２階　１号会議室
講師：山田真美子さん（全国子宮頸がんワクチン被害者連絡会神奈川支部代表）
～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～

水・環境分科会

リニア中央新幹線が水を奪う

日時：７月１５日（土）１３時３０分～

会場：横浜市水道会館２階　ホール
講師：橋本淳司さん（水ジャーナリスト）

～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～

雇用分科会

視覚障害者と労働相談の歩み

～県職員10年の経験から～
日時：７月２７日（木）１８時３０分～

会場：横浜市健康福祉センター８階

講師：鶴巻繁さん（元かながわ労働センター職員）

教育分科会

戦争は「教育勅語」から始まった

日時：７月２１日（金）１４時～

会場：横浜市西公会堂２階　１号会議室
講師：北村小夜さん（都内小・中学校の元教員）

～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～∞～

基地分科会
学習会＆フィールドワーク

横浜港の中にある米軍基地
「ノース・ドック」は

なんのためにある基地か

日時：７月２９日（土）１４時３０分～

会場：波止場会館４階　大会議場
報告：星野潔さん

リム・ピース横浜
すべての基地にノーを・ファイト神奈川

※学習会終了後（１６時予定）、マリンシャトルに乗船し、海上から「ノースドック」を視察（マリンシャトルの乗船も無料）

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































